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高城修三講演会 「額田王と桜井」

主催 うるわしの桜井をつくる会
10月20日（日）芥川賞受賞作家で、以前桜井市に居を構え執筆活動をされていました、 高城修三先生をお招きし、「額田
王と桜井」について講演が開催されました。
始めは[本朝三美人]のお話で、当時は歌の素養がある事が必要条件とされましたので、

そとおりひめ

額田王と小野小町それに衣通姫とされています。衣通姫は允恭天皇の皇后でありました

おおなかつひめみこと

大 中 姫 命の妹にあたり、透き通るような美人と称賛され、桜井に縁のある2人が選ばれて

います。
額田王は 生涯に12首を歌を読んでいます。 倭国の同盟国でありました百済が唐・新羅の連合軍により迫害を受けるに至
り、斎明天 皇・中大兄皇子・大海皇子を始め、時の政府が援軍のため九州に向いました。 途中、石湯行宮に立ち寄り労
を癒しました、この行宮からの出立する呪歌（神に掲げる祈 りの歌）として

に ぎ た づ

「熟田津に、船乗りせむと、月待てば、潮もかなひぬ、今は漕ぎ出でな」と詠んでいま

す。 当時の航海術は、浅瀬に停泊した舟が満月の夜に満潮に成ったのを見計らって沖に出港 し、夜明けを待って漕ぎだ
したと思われます。
白村江の戦いで敗れた政府は、差し迫る唐の脅威に都を飛鳥から近江への遷都を決断し ます。遷都の際には、当時の守り
神でありました三輪山に祈りを込めて
「三輪山をしかもかくすか雲だにも心あらなむかくさふべしや」と詠んでいます。 667年の春に近江遷都され、翌年には
中大兄皇子が天智天皇として即位し、国内の状勢が

か も う の

くすりがり

落着きを見せ始めた頃、この年の5月の節句に蒲生野で薬 猟が行われました。その時の歌が

「茜さす、紫野行き、標野行き、野守は見ずや、君が袖振る」
当時、彼女は天智天皇の后でありまし たが東宮でありました弟の大海皇子との 間に
十市皇女を設けています。この歌 は、今までの呪歌から自身のこころ模様 の雑歌を
詠み、劇的な表現の変化があり 文学の始まりとされています。
高城先生の著書「百歌繚乱」には、額 田王の歌が2首選ばれ和歌の優れた歌人と し
て紹介されています。
「百歌繚乱」日本の代表的な和歌から100 首を選定された著書 発売元：文英堂
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『モバイルで綴る旅物語』 ～額田王～
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広域連合で
の連携

近 江 京

蒲 生 野 ◇蒲生野･相聞歌

◇ 天智天皇･挽歌

大和さくらい100選

石井寺・薬師三尊像
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◇和気皇子との雑歌
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◇三輪山惜別歌

栗 原

飛鳥板葺宮（飛鳥浄御原宮）


